
こどもの居場所マップについて

 こどもたちが「ありのままの自分」でいられ、安心感や充足感を
得られる場所。

 単なる「建物」だけではなく、スポーツや学び・体験の場、地域
活動といった多様なカタチが居場所となります。

 こども本人がそこを居場所と感じていることが重要。

※今回のマップは家や学校以外のいわゆる第三の居場所が対象。

＜概要＞
・全てのこどもたちが安心して過ごし、健やかに成長していくため
には、こどものニーズや目的に合った「居場所」があることと、
その情報を簡単に見つけられる環境を整えることが大切です。

・そこで八戸市では、市内のさまざまな居場所の情報を一元化した
「こどもの居場所マップ」を作製し、本日、インターネット上に
公開しました。

「こどもの居場所」とは？



こどもの居場所マップについて

◆開設場所：こどもまちなかIT部（こまちラボ）ホームページ内

◆掲載施設：327施設（市関連250施設、民間77施設）

◆8つのカテゴリー
▹子ども食堂
▹放課後児童クラブ・児童館
▹生活・学習を応援する場所
▹集まることができる場所・フリースペース
▹スポーツ・運動
▹公園
▹学び・体験・ボランティア
▹お祭り・伝統芸能

みんなの「やりたい」が叶う場所
を、このマップで探してみてくだ
さい！

【協力のお願い】
このマップは今後さらに充実させて
いくため、まだ掲載していない施設
や団体様は、ホームページ内の専用
フォームから、ぜひお申し込みくだ
さい。


